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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

７年３月期 93,170 8.1 6,386 18.9 6,912 18.8 5,184 28.7
６年３月期 86,218 2.4 5,370 △15.2 5,820 △13.2 4,028 △13.5

（注）包括利益 ７年３月期 3,293百万円 （△59.4％） ６年３月期 8,109百万円（47.6％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
７年３月期 205.38 － 7.1 6.5 6.9
６年３月期 159.58 － 5.9 5.6 6.2

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
７年３月期 109,716 73,998 67.2 2,920.31
６年３月期 104,037 71,640 68.6 2,827.76

（参考）自己資本 ７年３月期 73,718百万円 ６年３月期 71,382百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
７年３月期 △1,426 △3,308 △952 11,976
６年３月期 △7,064 △1,124 △1,373 17,663

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

６年３月期 － 17.00 － 19.00 36.00 908 22.6 1.3

７年３月期 － 18.00 － 24.00 42.00 1,060 20.4 1.5

８年３月期（予想） － 21.00 － 21.00 42.00 26.2

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 44,000 9.2 2,500 △8.1 2,650 △12.3 1,850 △9.9 73.29

通期 98,000 5.2 5,500 △13.9 5,850 △15.4 4,050 △21.9 160.44

１．令和７年３月期の連結業績（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．令和８年３月期の連結業績予想（令和７年４月１日～令和８年３月31日）
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ７年３月期 27,060,000株 ６年３月期 27,060,000株

②  期末自己株式数 ７年３月期 1,816,673株 ６年３月期 1,816,606株

③  期中平均株式数 ７年３月期 25,243,403株 ６年３月期 25,243,514株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
７年３月期 91,654 8.6 6,206 18.5 6,738 18.4 5,089 28.9

６年３月期 84,383 2.0 5,239 △16.2 5,692 △13.9 3,949 △14.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
７年３月期 201.61 －
６年３月期 156.46 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
７年３月期 106,074 70,227 66.2 2,782.00

６年３月期 100,606 68,347 67.9 2,707.56

（参考）自己資本 ７年３月期 70,227百万円 ６年３月期 68,347百万円

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 43,500 9.8 2,450 △6.7 2,600 △11.4 1,800 △10.5 71.31

通期 96,000 4.7 5,400 △13.0 5,800 △13.9 4,000 △21.4 158.46

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．令和７年３月期の個別業績（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

（２）個別財政状態

２．令和８年３月期の個別業績予想（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度における我が国経済は、食料品やエネルギー価格を中心とした物価高や大規模な自然災害等の発

生が下押し要因となりましたが、個人消費や設備投資といった内需を中心に底堅く推移しました。しかし、年が明

けると米国が関税の引き上げ等に乗り出したことで世界経済の減速リスクが高まり、年度末に向けて国内景気の下

振れ懸念が強まるなど、依然として景気を取り巻く環境は厳しく、先行きは不透明な状況が続いております。

　建設業界においては、堅調な公共投資と共に、コロナ禍で落ち込んでいた民間設備投資も持ち直しの動きがみら

れますが、建設コストの上昇による影響、担い手の確保や長時間労働の解消などへの対応が急務となっており、企

業業績への好材料は限定的と言わざるを得ない状況にあります。

　こうした中で、当社グループは令和６年度から新たに第19次経営計画をスタートさせ、４つの経営目標「信

頼」「競争力」「実行力」「挑戦」を掲げ、「安全と技術の名工」「社員が誇れる企業」を目指し課題解決に取り

組んでまいりました。

・受注高

　当連結会計年度の受注高は,前期比1,347百万円増加（1.4％）の97,123百万円となりました。受注高の内訳は、

土木工事が67,881百万円、前期比8,164百万円増加（13.7％）、建築工事が29,242百万円、前期比6,817百万円減少

（18.9％）となりました。また、分野別では、官公庁18,260百万円、民間78,863百万円であり、その構成比率はそ

れぞれ18.8％、81.2％であります。

・売上高

　当連結会計年度の売上高は、土木工事、建築工事ともに増加し、全体で前期比6,951百万円増加（8.1％）して

93,170百万円となりました。売上高の内訳は、完成工事高が92,013百万円、兼業事業売上高が1,157百万円であり

ます。完成工事高のうち、土木工事は62,604百万円、前期比1,669百万円増加（2.7％）、建築工事は29,408百万

円、前期比5,261百万円増加（21.8％）であります。また分野別では、官公庁25,183百万円、民間66,829百万円で

あり、その構成比率はそれぞれ27.4％、72.6％であります。

・営業利益

　完成工事高が増加し、工事利益率が改善したことにより、完成工事総利益が前期比1,104百万円増加（10.9％）

しました。兼業事業総利益は、41百万円増加（8.5％）しました。売上総利益は前期比1,145百万円増加

（10.8％）し11,780百万円となりました。販売費及び一般管理費が前期比129百万円増加（2.5％）しましたが、

営業利益は前期比1,016百万円増加（18.9％）して6,386百万円となりました。

・経常利益

　受取配当金の計上などにより営業外収益が620百万円、営業外費用が94百万円となり、また営業利益が前期比

1,016百万円増加したことにより、経常利益は前期比1,092百万円増加（18.8％）して6,912百万円となりました。

・税金等調整前当期純利益及び親会社株主に帰属する当期純利益

　特別利益は、投資有価証券売却益が増加したことにより前期比438百万円増加（1203.0％）して474百万円になり

ました。特別損失は、固定資産売却損が減少したことなどにより前期比3百万円減少（47.1％）し3百万円となりま

した。この結果、税金等調整前当期純利益は前期比1,533百万円増加（26.2％）して7,383百万円となりました。こ

れに法人税等及び非支配株主に帰属する当期純利益などを控除して親会社株主に帰属する当期純利益は前期比

1,156百万円増加（28.7％）して5,184百万円となりました。

　当連結会計年度の主な受注工事及び完成工事は以下のとおりであります。

＜主な受注工事＞

東海旅客鉄道（株）　　　　　　東海道本線深沼Bv新設

（株）商船三井　　　　　　　　（仮称）港島シャーシプール再開発プロジェクト

清須市　　　　　　　　　　　　清須市役所庁舎増築・改修工事

名古屋市住宅都市局　　　　　　天白特支校舎棟増築その他工事（週休２日）

東洋紡ロジスティクス（株）　　東洋紡ロジスティクス_三重物流センター（楠）新棟計画

＜主な完成工事＞

中日本高速道路（株）　　　　　新湘南バイパス　西久保高架橋西鋼橋耐震補強工事

東海旅客鉄道（株）　　　　　　岐阜羽島保線所管内軌道工事（軌道材料更換その他）２４

泉大津市　　　　　　　　　　　泉大津市立条東小学校校舎棟長寿命化改良工事

名糖産業（株）　　　　　　　　(仮称)名糖産業　本社ビル新築工事

（学）順天堂　　　　　　　　　ニューロングリアクロストークセンター順天堂新築工事
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　なお、事業別セグメントの業績については以下のとおりであります。

（建設事業）

　当連結会計年度については、完成工事高は前期比7,169百万円増加（8.3％）の93,642百万円となり、セグメン

ト利益は前期比1,093百万円増加（10.8％）の11,233百万円となりました。

（不動産事業等）

　当連結会計年度については、兼業事業売上高は前期比21百万円増加（1.8％）の1,188百万円となり、セグメン

ト利益は前期比41百万円増加（8.4％）の535百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

・資産

　当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度に比べ、総額では前期比5,678百万円増加（5.5％）し

109,716百万円となりました。

　流動資産は前期比5,277百万円増加（7.9％）の71,939百万円、固定資産は前期比401百万円増加（1.1％）の

37,776百万円となりました。

　流動資産の増加の主な要因は、現金預金が前期比5,687百万円減少しましたが、受取手形・完成工事未収入金等

が前期比3,923百万円増加、契約資産が前期比5,317百万円増加したことなどによるものです。

　固定資産の増加の主な要因は、投資有価証券が前期比2,813百万円減少しましたが、土地が前期比2,634百万円

増加、建設仮勘定が前期比517百万円増加したことなどによるものです。

・負債

　当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度に比べ、総額では前期比3,319百万円増加（10.2％）し35,717百万

円となりました。

　流動負債は前期比5,575百万円増加（25.9％）の27,118百万円、固定負債は前期比2,255百万円減少（20.8％）

の8,599百万円となりました。

　流動負債の増加の要因は、支払手形・工事未払金等が前期比2,899百万円増加、短期借入金が前期比1,400百万

円増加したことなどによるものです。

　固定負債の減少の要因は、繰延税金負債が前期比788百万円減少、長期借入金が前期比1,418百万円減少したこ

となどによるものです。なお、借入金比率は前期比0.2ポイント減少の4.4％となっております。

・純資産

　当連結会計年度末の純資産は、その他有価証券評価差額金が前期比2,289百万円減少しましたが、利益剰余金が

前期比4,250百万円増加したことなどにより、前期比2,358百万円増加（3.3％）の73,998百万円となりました。

・総資産　　　　 109,716百万円（前期比5,678百万円、5.5％増加）

・負債　　　　　　35,717百万円（前期比3,319百万円、10.2％増加）

・純資産　　　　　73,998百万円（前期比2,358百万円、3.3％増加）

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は11,976百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,687百万円減

少しました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

　営業活動によるキャッシュ・フローは、1,426百万円の支出超過となりました。（前期は7,064百万円の支出超

過）主な要因は、税金等調整前当期純利益で7,383百万円、仕入債務の増加2,899百万円等の収入要因がありました

が、法人税等の支払額1,857百万円、売上債権の増加10,343百万円等の支出要因があったことによるものです。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

　投資活動によるキャッシュ・フローは、3,308百万円の支出超過となりました。（前期は1,124百万円の支出超

過）主な要因は、有形固定資産の取得による支出で3,330百万円等があったことによるものです。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

　財務活動によるキャッシュ・フローは、952百万円の支出超過となりました。（前期は1,373百万円の支出超過）

主な要因は、短期借入金の増加額650百万円、長期借入れによる収入400百万円ありましたが、配当金の支払額で

934百万円、長期借入金の返済による支出で1,068百万円等があったことによるものです。
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令和３年３月期 令和４年３月期 令和５年３月期 令和６年３月期 令和７年３月期

自己資本比率（％） 58.5 61.9 62.2 68.6 67.2

時価ベースの自己資本比率 28.7 31.9 27.8 30.4 29.8

キャッシュフロー対有利子

負債比率（年）
0.7 1.2 1.1 △0.7 △3.4

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
99.9 60.2 63.6 △111.0 △15.5

キャッシュ・フロー関連指標の推移

　（注）　自己資本比率　　　　　　　　　　　　：自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率　　　　　　：株式時価総額/総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率　：有利子負債/キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ　　：キャッシュ・フロー/利払い

１．いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

４．有利子負債は連結貸借対照表に計上している負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

（４）今後の見通し

　第85期の見通しとして、受注高は前期比5.0％増の102,000百万円、売上高は前期比5.2％増の98,000百万円と計

画いたしました。利益につきましては、引続き選別受注や収益管理の強化、並びに経費節減に努めますが、受注競

争激化・建設資材のコストアップ等の懸念により、工事利益率の低下が想定されるため、営業利益5,500百万円、

経常利益5,850百万円、並びに親会社株主に帰属する当期純利益を4,050百万円と計画いたしました。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は安定収益を確保して、株主資本の充実や設備投資に備えた内部留保を行いながら、累進配当を継続し、配

当性向については令和９年度３月期（「第19次経営計画」最終年度）に30％程度を目標とすることを基本方針とし

ておりますが、当社グループの当期の業績や今後の事業展開を総合的に勘案し、１株当たりの配当は年42円と増配

することにいたします。

　当期の期末配当は令和７年６月６日を配当支払開始日として、１株当たり24円とし、中間・期末合計で年42円の

配当を実施いたします。

　次期の配当予想につきましては、中間配当を１株当たり21円とし、期末配当は、21円としております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(令和６年３月31日)

当連結会計年度
(令和７年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 17,663 11,976

受取手形・完成工事未収入金等 19,540 23,463

契約資産 28,766 34,083

電子記録債権 69 1,173

未成工事支出金 133 73

その他の棚卸資産 119 118

その他 370 1,051

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 66,662 71,939

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 13,447 13,611

機械、運搬具及び工具器具備品 5,714 5,891

土地 3,730 6,364

建設仮勘定 271 789

減価償却累計額 △12,466 △13,004

有形固定資産合計 10,696 13,653

無形固定資産

ソフトウエア 561 443

その他 20 19

無形固定資産合計 581 462

投資その他の資産

投資有価証券 23,746 20,932

退職給付に係る資産 1,907 2,325

その他 480 439

貸倒引当金 △38 △37

投資その他の資産合計 26,096 23,660

固定資産合計 37,375 37,776

資産合計 104,037 109,716

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(令和６年３月31日)

当連結会計年度
(令和７年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 9,254 12,153

短期借入金 968 2,368

未払法人税等 947 1,362

未成工事受入金 2,189 2,269

完成工事補償引当金 217 221

賞与引当金 2,315 2,503

役員賞与引当金 58 53

その他 5,593 6,185

流動負債合計 21,542 27,118

固定負債

社債 1,000 1,000

長期借入金 2,832 1,414

繰延税金負債 3,622 2,834

退職給付に係る負債 2,611 2,527

その他 787 823

固定負債合計 10,854 8,599

負債合計 32,397 35,717

純資産の部

株主資本

資本金 1,594 1,594

資本剰余金 1,823 1,823

利益剰余金 56,799 61,050

自己株式 △949 △949

株主資本合計 59,267 63,518

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,331 8,041

退職給付に係る調整累計額 1,783 2,158

その他の包括利益累計額合計 12,114 10,200

非支配株主持分 257 280

純資産合計 71,640 73,998

負債純資産合計 104,037 109,716
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　令和５年４月１日

　至　令和６年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月31日)

売上高

完成工事高 85,081 92,013

兼業事業売上高 1,136 1,157

売上高合計 86,218 93,170

売上原価

完成工事原価 74,934 80,761

兼業事業売上原価 649 627

売上原価合計 75,583 81,389

売上総利益

完成工事総利益 10,147 11,251

兼業事業総利益 487 529

売上総利益合計 10,635 11,780

販売費及び一般管理費 5,264 5,393

営業利益 5,370 6,386

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 411 489

受取地代家賃 73 77

受取保険金 33 18

その他 34 34

営業外収益合計 553 620

営業外費用

支払利息 64 92

損害賠償金 33 －

その他 5 2

営業外費用合計 103 94

経常利益 5,820 6,912

特別利益

固定資産売却益 36 2

投資有価証券売却益 － 472

特別利益合計 36 474

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 5 3

特別損失合計 6 3

税金等調整前当期純利益 5,850 7,383

法人税、住民税及び事業税 1,949 2,272

法人税等調整額 △144 △96

法人税等合計 1,805 2,176

当期純利益 4,045 5,207

非支配株主に帰属する当期純利益 16 22

親会社株主に帰属する当期純利益 4,028 5,184

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　令和５年４月１日

　至　令和６年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月31日)

当期純利益 4,045 5,207

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,186 △2,289

退職給付に係る調整額 877 375

その他の包括利益合計 4,063 △1,913

包括利益 8,109 3,293

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 8,089 3,270

非支配株主に係る包括利益 19 23

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,594 1,823 53,679 △949 56,148

当期変動額

剰余金の配当 △908 △908

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,028 4,028

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － - 3,119 △0 3,119

当期末残高 1,594 1,823 56,799 △949 59,267

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価

差額金
退職給付に係る調整

累計額
その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 7,147 906 8,053 238 64,440

当期変動額

剰余金の配当 △908

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,028

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

3,183 877 4,061 18 4,079

当期変動額合計 3,183 877 4,061 18 7,199

当期末残高 10,331 1,783 12,114 257 71,640

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　令和５年４月１日　至　令和６年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,594 1,823 56,799 △949 59,267

当期変動額

剰余金の配当 △934 △934

親会社株主に帰属する当期
純利益

5,184 5,184

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 0 0 0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － 0 4,250 △0 4,250

当期末残高 1,594 1,823 61,050 △949 63,518

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価

差額金
退職給付に係る調整

累計額
その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 10,331 1,783 12,114 257 71,640

当期変動額

剰余金の配当 △934

親会社株主に帰属する当期
純利益

5,184

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△2,289 375 △1,914 22 △1,891

当期変動額合計 △2,289 375 △1,914 22 2,358

当期末残高 8,041 2,158 10,200 280 73,998

当連結会計年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　令和５年４月１日

　至　令和６年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,850 7,383

減価償却費 913 888

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △1

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 98 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △56 188

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 4 △4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 233 79

受取利息及び受取配当金 △411 △490

支払利息 64 92

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） － △472

有形固定資産売却損益（△は益） △34 △2

固定資産除却損 5 3

売上債権の増減額（△は増加） △5,060 △10,343

未成工事支出金の増減額（△は増加） △58 59

その他の棚卸資産の増減額（△は増加） 0 0

その他の資産の増減額（△は増加） 1,116 △685

仕入債務の増減額（△は減少） △9,463 2,899

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,331 79

その他の負債の増減額（△は減少） △10 352

小計 △5,476 33

利息及び配当金の受取額 411 490

利息の支払額 △63 △92

法人税等の支払額 △1,936 △1,857

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,064 △1,426

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △742 △3,330

有形固定資産の売却による収入 56 2

固定資産の除却による支出 － △1

無形固定資産の取得による支出 △438 △88

投資有価証券の取得による支出 △0 △442

投資有価証券の売却による収入 0 551

貸付けによる支出 △0 －

貸付金の回収による収入 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,124 △3,308

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 400 650

長期借入れによる収入 1,550 400

長期借入金の返済による支出 △1,414 △1,068

社債の償還による支出 △1,000 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 － 0

配当金の支払額 △908 △934

非支配株主への配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,373 △952

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,562 △5,687

現金及び現金同等物の期首残高 27,226 17,663

現金及び現金同等物の期末残高 17,663 11,976

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っております。これによる連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっており

ます。これによる前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（表示方法の変更に関する注記）

該当事項はありません。

- 12 -

名工建設㈱（1869）令和7年3月期　決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２建設事業 不動産事業等 合計

売上高

外部顧客への売上高 85,081 1,136 86,218 － 86,218

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,390 30 1,421 △1,421 －

計 86,472 1,166 87,639 △1,421 86,218

セグメント利益 10,139 494 10,634 △5,263 5,370

セグメント資産 58,870 3,626 62,497 41,539 104,037

その他の項目

減価償却費 481 184 665 247 913

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

当社は、「建設事業」及び「不動産事業等」の２つを報告セグメントとしております。

「建設事業」は建設工事全般に関する事業を、「不動産事業等」は不動産の売買及び賃貸などに関する

事業を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　令和５年４月１日　至　令和６年３月31日）
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２建設事業 不動産事業等 合計

売上高

外部顧客への売上高 92,013 1,157 93,170 － 93,170

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,629 30 1,660 △1,660 －

計 93,642 1,188 94,830 △1,660 93,170

セグメント利益 11,233 535 11,769 △5,382 6,386

セグメント資産 73,218 3,460 76,679 33,036 109,716

その他の項目

減価償却費 452 180 633 255 888

前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント間取引消去 0 10

全社費用※ △5,264 △5,393

合計 △5,263 △5,382

当連結会計年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）

（注）１．調整額の内容は以下の通りであります。

セグメント利益

（単位：百万円）

※全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

セグメント資産

報告セグメントに帰属しない現金預金、投資有価証券及び一般管理部門の資産であります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

- 14 -

名工建設㈱（1869）令和7年3月期　決算短信



顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

東海旅客鉄道（株） 48,948 建設事業

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

東海旅客鉄道（株） 49,337 建設事業

【関連情報】

前連結会計年度（自　令和５年４月１日　至　令和６年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報として同様の情報が開示されているため、記載を省略しています。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がありませんので、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がありませんので、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）

当連結会計年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報として同様の情報が開示されているため、記載を省略しています。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がありませんので、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がありませんので、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　令和５年４月１日　至　令和６年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　令和５年４月１日　至　令和６年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　令和５年４月１日　至　令和６年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）

該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自　令和５年４月１日

至　令和６年３月31日）

当連結会計年度
（自　令和６年４月１日

至　令和７年３月31日）

１株当たり純資産額 2,827.76円

１株当たり当期純利益 159.58円

　

１株当たり純資産額 2,920.31円

１株当たり当期純利益 205.38円

　

前連結会計年度
(自　令和５年４月１日
至　令和６年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和６年４月１日
至　令和７年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益　   　

（百万円）
4,028 5,184

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益（百万円）
4,028 5,184

期中平均株式数（千株） 25,243 25,243

（１株当たり情報の注記）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下の通りであります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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(単位：百万円)

前事業年度
(令和６年３月31日)

当事業年度
(令和７年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 16,867 11,005

受取手形 1 59

電子記録債権 2 1,155

完成工事未収入金 18,883 23,138

契約資産 28,681 33,956

販売用不動産 88 88

未成工事支出金 89 26

材料貯蔵品 29 28

前払費用 82 112

未収入金 101 354

立替金 131 448

その他 81 120

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 65,039 70,492

固定資産

有形固定資産

建物 12,629 12,789

減価償却累計額 △6,722 △7,020

建物（純額） 5,906 5,768

構築物 672 677

減価償却累計額 △509 △526

構築物（純額） 163 150

機械及び装置 2,520 2,563

減価償却累計額 △2,301 △2,369

機械及び装置（純額） 218 193

車両運搬具 238 259

減価償却累計額 △204 △220

車両運搬具（純額） 34 38

工具器具・備品 2,935 3,048

減価償却累計額 △2,606 △2,739

工具器具・備品（純額） 328 309

土地 3,634 6,268

建設仮勘定 271 789

有形固定資産合計 10,558 13,519

無形固定資産

ソフトウエア 559 442

その他 20 19

無形固定資産合計 580 461

投資その他の資産

投資有価証券 23,527 20,729

関係会社株式 552 552

関係会社長期貸付金 2 2

長期前払費用 93 71

その他 289 281

貸倒引当金 △38 △37

投資その他の資産合計 24,427 21,600

固定資産合計 35,566 35,581

資産合計 100,606 106,074

４．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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(単位：百万円)

前事業年度
(令和６年３月31日)

当事業年度
(令和７年３月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金 9,000 12,071

短期借入金 1,568 3,068

未払金 649 390

未払費用 202 199

未払法人税等 907 1,343

未成工事受入金 2,188 2,269

預り金 826 725

完成工事補償引当金 217 220

賞与引当金 2,188 2,370

役員賞与引当金 44 47

その他 3,834 4,797

流動負債合計 21,627 27,504

固定負債

社債 1,000 1,000

長期借入金 2,832 1,414

繰延税金負債 2,803 1,813

退職給付引当金 3,206 3,290

その他 788 823

固定負債合計 10,630 8,342

負債合計 32,258 35,847

純資産の部

株主資本

資本金 1,594 1,594

資本剰余金

資本準備金 1,746 1,746

その他資本剰余金 13 13

資本剰余金合計 1,760 1,760

利益剰余金

利益準備金 398 398

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 638 626

別途積立金 49,835 52,835

繰越利益剰余金 4,827 5,994

利益剰余金合計 55,699 59,854

自己株式 △949 △949

株主資本合計 58,104 62,259

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,243 7,967

評価・換算差額等合計 10,243 7,967

純資産合計 68,347 70,227

負債純資産合計 100,606 106,074
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　令和５年４月１日

　至　令和６年３月31日)

当事業年度
(自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月31日)

売上高

完成工事高 83,359 90,569

兼業事業売上高 1,024 1,085

売上高合計 84,383 91,654

売上原価

完成工事原価 73,519 79,676

兼業事業売上原価 568 581

売上原価合計 74,087 80,257

売上総利益

完成工事総利益 9,839 10,892

兼業事業総利益 456 503

売上総利益合計 10,295 11,396

販売費及び一般管理費

役員報酬 176 181

従業員給料手当 1,672 1,858

賞与引当金繰入額 429 474

役員賞与引当金繰入額 44 47

退職金 4 2

退職給付費用 104 75

法定福利費 344 374

福利厚生費 75 81

修繕維持費 27 20

事務用品費 322 80

通信交通費 165 171

動力用水光熱費 36 39

調査研究費 46 16

広告宣伝費 30 51

貸倒引当金繰入額 △1 △1

交際費 32 27

寄付金 16 2

地代家賃 446 447

減価償却費 247 254

租税公課 236 289

保険料 8 8

雑費 589 686

販売費及び一般管理費合計 5,056 5,190

営業利益 5,239 6,206

（２）損益計算書
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　令和５年４月１日

　至　令和６年３月31日)

当事業年度
(自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月31日)

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 410 487

受取地代家賃 86 91

受取保険金 33 18

雑収入 28 33

営業外収益合計 559 631

営業外費用

支払利息 62 95

社債利息 5 0

損害賠償金 33 －

雑支出 5 2

営業外費用合計 105 98

経常利益 5,692 6,738

特別利益

固定資産売却益 36 2

投資有価証券売却益 － 472

特別利益合計 36 474

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 4 3

特別損失合計 6 3

税引前当期純利益 5,722 7,209

法人税、住民税及び事業税 1,892 2,225

法人税等調整額 △119 △105

法人税等合計 1,773 2,120

当期純利益 3,949 5,089

- 21 -

名工建設㈱（1869）令和7年3月期　決算短信



前事業年度
（自　令和５年４月１日

至　令和６年３月31日）

当事業年度
（自　令和６年４月１日

至　令和７年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

材料費 13,821 18.8 15,505 19.5

労務費 29,547 40.2 13,661 17.1

外注費 15,073 20.5 34,893 43.8

経費 15,077 20.5 15,616 19.6

（うち人件費） (8,718) (11.9) (9,174) (11.5)

計 73,519 100 79,676 100

前事業年度
（自　令和５年４月１日

至　令和６年３月31日）

当事業年度
（自　令和６年４月１日

至　令和７年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

不動産費 0 0.1 0 0.1

経費 567 99.9 580 99.9

計 568 100 581 100

完成工事原価報告書

（注）原価計算の方法は、個別原価計算によっております。経費の一部については、各工事に予定配賦を行い、実際原価

との間に生ずる原価差額は期末において完成工事原価と未成工事原価とに配賦しております。

兼業事業売上原価報告書

（注）原価計算の方法は、個別原価計算によっております。
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資
本剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

固定資産
圧縮積立
金

固定資産
圧縮特別
勘定積立
金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 1,594 1,746 13 398 651 － 46,435 5,173 52,658

当期変動額

固定資産圧縮積立金の積立 -

固定資産圧縮積立金の取崩 △13 13 -

別途積立金の積立 3,400 △3,400 -

剰余金の配当 △908 △908

当期純利益 3,949 3,949

自己株式の取得

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

当期変動額合計 － － － － △13 － 3,400 △345 3,040

当期末残高 1,594 1,746 13 398 638 － 49,835 4,827 55,699

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本合計
その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

当期首残高 △949 55,063 7,089 7,089 62,153

当期変動額

固定資産圧縮積立金の積立 - -

固定資産圧縮積立金の取崩 - -

別途積立金の積立 - -

剰余金の配当 △908 △908

当期純利益 3,949 3,949

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

3,153 3,153 3,153

当期変動額合計 △0 3,040 3,153 3,153 6,194

当期末残高 △949 58,104 10,243 10,243 68,347

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　令和５年４月１日　至　令和６年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資
本剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

固定資産
圧縮積立
金

固定資産
圧縮特別
勘定積立
金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 1,594 1,746 13 398 638 － 49,835 4,827 55,699

当期変動額

固定資産圧縮積立金の積立 10 △10 －

固定資産圧縮積立金の取崩 △21 21 －

別途積立金の積立 3,000 △3,000 －

剰余金の配当 △934 △934

当期純利益 5,089 5,089

自己株式の取得

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

当期変動額合計 － － 0 － △11 － 3,000 1,166 4,155

当期末残高 1,594 1,746 13 398 626 － 52,835 5,994 59,854

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

当期首残高 △949 58,104 10,243 10,243 68,347

当期変動額

固定資産圧縮積立金の積立 － －

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △934 △934

当期純利益 5,089 5,089

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 0 0 0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

△2,276 △2,276 △2,276

当期変動額合計 △0 4,155 △2,276 △2,276 1,879

当期末残高 △949 62,259 7,967 7,967 70,227

当事業年度（自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日）
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（単位:百万円）

区分
令和６年３月期 令和７年３月期

比較増減 増減率
通期 構成比 通期 構成比

％ ％ ％

土木 59,716 62.4 67,881 69.9 8,164 13.7

建築 36,059 37.6 29,242 30.1 △ 6,817 △ 18.9

計 95,776 100.0 97,123 100.0 1,347 1.4

官公庁 29,696 31.0 18,260 18.8 △ 11,436 △ 38.5

民間 66,079 69.0 78,863 81.2 12,783 19.3

計 95,776 100.0 97,123 100.0 1,347 1.4

５．補足情報

（１）部門別受注高比較表（連結）

（単位:百万円）

区分
令和６年３月期 令和７年３月期

比較増減 増減率
通期 構成比 通期 構成比

完成工事高 ％ ％ ％

土木 60,934 71.6 62,604 68.0 1,669 2.7

建築 24,147 28.4 29,408 32.0 5,261 21.8

計 85,081 100.0 92,013 100.0 6,931 8.1

官公庁 22,800 26.8 25,183 27.4 2,383 10.5

民間 62,281 73.2 66,829 72.6 4,548 7.3

計 85,081 100.0 92,013 100.0 6,931 8.1

兼業事業売上高 1,136 ― 1,157 ― 20 1.8

総売上高 86,218 ― 93,170 ― 6,951 8.1

（２）部門別売上高比較表（連結）

（単位:百万円）

区分
令和６年３月期 令和７年３月期

比較増減 増減率
通期 構成比 通期 構成比

％ ％ ％

土木 59,710 62.8 64,987 64.9 5,277 8.8

建築 35,360 37.2 35,194 35.1 △ 166 △ 0.5

計 95,071 100.0 100,181 100.0 5,110 5.4

官公庁 31,917 33.6 24,993 24.9 △ 6,923 △ 21.7

民間 63,153 66.4 75,187 75.1 12,034 19.1

計 95,071 100.0 100,181 100.0 5,110 5.4

（３）部門別繰越高比較表（連結）
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６．その他

（１）役員の異動

開示内容が定まった時点で開示します。

（２）その他

該当事項はありません。
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令和７年５月８日

令和７年３月期  決算発表

名工建設株式会社

１．経営成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （単位：百万円）

　　（１）受注高は、前期比1,347百万円(1.4%)増加の97,123百万円となりました。土木・建築

　　　　　部門での鉄道関係工事大型物件の受注等が寄与しています。

　　（２）売上高は、前期からの豊富な工事繰越額を反映し、前期比6,951百万円(8.1%)増加の

　　　　　93,170百万円となりました。

　　（３）営業利益は前期比1,016百万円(18.9%)増加の6,386百万円となりました。完工高の増加

　　　　　と完工総利益率の上昇により完工総利益が1,104百万円(10.9％)増加した一方で、販売費

　　　　　及び一般管理費は前期比129百万円(2.5%)の増加にとどまりました。

　　（４）経常利益は営業外収支で受取配当金の増加などにより526百万円の利益を計上した結果、

　　　　　前期比1,092百万円(18.8%)増加の6,912百万円となりました。

　　（５）特別損益では投資有価証券の売却益により470百万円の利益を計上した結果、税金等調

　　　　　整前当期純利益は前期比1,533百万円(26.2%)増加の7,383百万円となりました。税金等

　　　　　調整前当期純利益に法人税等・非支配株主持分を控除した親会社株主に帰属する当期

　　　　　純利益は前期比1,156百万円(28.7%)増加の5,184百万円となりました。

　　　　　以上の結果、当期業績といたしましては増収増益となりました。

前期 率 当期 率 増減額 増減率

受注高 95,776 97,123 1,347 1.4%

売上高 86,218 100.0% 93,170 100.0% 6,951 8.1%

売上総利益 10,635 12.3% 11,780 12.6% 1,145 10.8%

完成工事総利益 10,147 11.9% 11,251 12.2% 1,104 10.9%

兼業事業総利益 487 42.9% 529 45.7% 41 8.5%

販売費及び一般管理費 5,264 6.1% 5,393 5.8% 129 2.5%

営業利益 5,370 6.2% 6,386 6.9% 1,016 18.9%

経常利益 5,820 6.8% 6,912 7.4% 1,092 18.8%

税金等調整前
当期純利益

5,850 6.8% 7,383 7.9% 1,533 26.2%

親会社株主に帰属
する当期純利益

4,028 4.7% 5,184 5.6% 1,156 28.7%

前期比R6/3期 R7/3期

内

訳

1



２．発注者別の受注・売上状況

　（１）受注高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　　①土木部門は、前期繰越が豊富であった官公庁は当期の受注を抑制したため減少しました

　　　　が、民間では大型物件の受注もあり、全体としては前期比8,164百万円(13.7%)増加の

　　　　67,881百万円となりました。

　　　②建築部門は、官公庁・民間とも前期繰越が豊富であったため受注を抑制した影響により、

　　　　前期比6,817百万円(18.9%)減少の29,242百万円となりました。

　　　③以上の結果、受注高全体では前期比1,347百万円(1.4%)増加の97,123百万円となりました。

　（２）売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　　①完成工事高は、前期繰越が豊富であった官公庁土木と民間建築が大きく増加したため、

　　　　前期比6,931百万円(8.1%)増加の92,013百万円となりました。

　　　②兼業事業売上高は、ＪＰタワー名古屋の安定的な家賃収入に加え、販売用不動産を売却

　　　　したため、前期比20百万円(1.8%)増加の1,157百万円となりました。

　　　③以上の結果、売上高全体では前期比6,951百万円(8.1%)増加の93,171百万円となりました。

発注別 R6/3期 構成比 R7/3期 構成比 前年同期比 前年同期比率

官公庁 16,790 17.5% 10,579 10.9% △6,211 △37.0%

民間 42,925 44.7% 57,302 59.0% 14,375 33.5%

小計 59,716 62.4% 67,881 69.8% 8,164 13.7%

官公庁 12,906 13.5% 7,680 7.9% △5,225 △40.5%

民間 23,154 24.2% 21,561 22.2% △1,591 △6.9%

小計 36,059 37.7% 29,242 30.1% △6,817 △18.9%

土木 16,790 17.5% 10,579 10.9% △6,211 △37.0%

建築 12,906 13.5% 7,680 7.9% △5,225 △40.5%

小計 29,696 30.9% 18,260 18.8% △11,436 △38.5%

土木 42,925 44.7% 57,302 59.0% 14,375 33.5%

建築 23,154 24.2% 21,561 22.2% △1,591 △6.9%

小計 66,079 69.0% 78,863 81.2% 12,783 19.3%

95,776 100.0% 97,123 100.0% 1,347 1.4%

民間

官公庁

建築

土木

発注者別

部門別

計

発注別 R6/3期 構成比 R7/3期 構成比 前年同期比 前年同期比率

官公庁 13,274 15.5% 16,011 17.4% 2,736 20.6%

民間 47,659 56.0% 46,593 50.6% △1,066 △2.2%

小計 60,934 71.6% 62,604 67.9% 1,669 2.7%

官公庁 9,525 11.2% 9,172 10.0% △353 △3.7%

民間 14,621 17.2% 20,236 22.0% 5,614 38.4%

小計 24,147 28.4% 29,408 32.0% 5,261 21.8%

土木 13,274 15.5% 16,011 17.4% 2,736 20.6%

建築 9,525 11.2% 9,172 10.0% △353 △3.7%

小計 22,800 26.8% 25,183 27.4% 2,383 10.5%

土木 47,659 56.0% 46,593 50.6% △1,066 △2.2%

建築 14,621 17.2% 20,236 22.0% 5,614 38.4%

小計 62,281 73.2% 66,829 72.5% 4,548 7.3%

85,081 100.0% 92,013 100.0% 6,931 8.1%

1,136 － 1,157 － 20 1.8%

86,218 － 93,171 － 6,951 8.1%

部門別

土木

建築

発注者別

官公庁

民間

兼業売上

合計

計
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３．財政状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　（１）総資産は前期末からの利益の積上げによる繰越利益剰余金の増加や、完成工事高の

　　　　　増加を主要因とした契約資産(完成工事未収入金)と工事未払金の増加などにより、

　　　　　前期比5,678百万円増加の109,716百万円となりました。

　　（２）有利子負債は前期比18百万円減少の4,782百万円となり、借入金比率は前期比0.2%

　　　　　下降し4.4%となりました。

　　（３）自己資本は、前期比2,336百万円増加の73,718百万円となりました。これは利益剰

　　　　　余金が4,250百万円増加したものの、その他包括利益累計額が1,914百万円減少した

　　　　　ためです。

　　（４）以上の結果、当期末の自己資本比率は前期比1.4%下降して67.2%となりました。

　　　　　１株当たり純資産は前期比、約92円増加し、約2,919円となりました。

４．キャッシュ・フローの状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　（１）営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益の7,383百万円

　　　　  に仕入債務の増加2,899百万円などがありましたが、売上債権の増加10,343百万

　　　　　円などにより、1,426百万円の支出超過となりました。

　　　　　

　　（２）投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出3,330百

　　　　　万円、無形固定資産の取得による支出88百万円などにより、3,308百万円の支出

　　　　　超過となりました。

　　（３）財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増額650百万円、長期借

　　　　　入れによる収入400百万円などがありましたが、長期借入金の返済による支出

　　　　　1,068百万円、配当金の支払額934百万円などにより、952百万円の支出超過とな

　　　　　りました。

　　（４）以上の結果、期末の現金及び現金同等物の残高は前期末比5,687百万円減少して

　　　　　11,976百万円となりました。

ｷｬｯｼｭ

営業活動 投資活動 財務活動 合計 期末残高

R7/3期 △1,426 △3,308 △952 △5,687 11,976

R6/3期 △7,064 △1,124 △1,373 △9,562 17,663

キャシュ・フロー

R6/3期 R7/3期 前期比

104,037 109,716 5,678

4,800 4,782 △18

4.6 4.4 △0.2

71,640 73,998 2,358

71,382 73,718 2,336

68.6 67.2 △1.4

2,827 2,919 92

借入金比率（％）

純資産（百万円）

自己資本比率（％）

１株当たりの純資産（円）

自己資本（百万円）

総資産（百万円）

借入金・社債(百万円）
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５．次期の見通し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　・受注高は、前期比4,876百万円増加の102,000百万円と計画しました。これは、前期に

　　　リニア中央新幹線関連工事を受注したことを踏まえ、今期は更に積極的にリニア中央

　　　新幹線関連の大型工事への参画を計画しているためです。

　　・売上高は、前期比4,829百万円増加の98,000百万円と計画しました。これは、前期から

　　　繰越した大型工事の完成工事高を加味したためです。

　　・利益につきましては、受注競争激化、建設資材・労務費のコストアップ懸念により、

　　　工事利益率の低下が想定されますが、引続き選別受注や収益管理の強化に努め、営業

　　　利益5,500百万円、経常利益5,850百万円、親会社株主に帰属する当期純利益4,050百万

　　　円と計画致しました。

６．役員の異動

　　　・後日、決定次第発表いたします。

以上

通期 中間 通期 中間 通期 中間

受注高 97,123 33,242 102,000 46,500 4,876 13,257

売上高 93,170 40,305 98,000 44,000 4,829 3,694

営業利益 6,386 2,720 5,500 2,500 △886 △220

経常利益 6,912 3,023 5,850 2,650 △1,062 △373

親会社株主に帰属する
当期純利益

5,184 2,053 4,050 1,850 △1,134 △203

1株当たり純利益（円） 205.38 81.37 160.44 73.29 △44.94 △8.08

1株当たり配当金(円）予想 42 18 42 21 - 3

前期比較令和8年3月期予想令和7年3月期実績
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